
　坂祝町では、 特定外来生物であるアルゼンチンアリの生息区域拡大を防ぐため、 今年度も専門業者による

調査・ 防除対策を継続して実施しました。

　今年度は、 春先の低温や夏の猛暑、 秋の記録的な残暑など、 気象条件が大きく変動しました。

　最新の調査結果をお知らせします。

生息範囲調査の年間結果

【粘着トラップ調査結果】

アルゼンチンアリ確認

アルゼンチンアリ未確認

トラップ未設置

問い合わせ先： 水道環境課　　☎66-2407

～異常気象とアルゼンチンアリとの攻防～

季　節

春先
春先の気温が低く推移したため、 昨年度よりもアリの

活動開始が遅れました。 確認地点数が粘着トラップ設

置地点の約1割強と少ない地点数にとどまりました。

夏の猛暑と降雨不足の影響で、 7月にはアリの

確認地点数が一時的に減少しました。

秋になっても夏日が続いたことで、アリの繁殖期

（増加期）が長引き、9月・10月に確認地点数が

再び増加しました。

アリの出現が遅くても、 活動が抑制されている

だけかもしれません。 春から秋まで継続した警

戒が必要です。

暑い時期に姿が見えなくても、 巣が消滅した

わけではありません。

秋の終わり頃まで、活動期間が長期化の傾向に

あります。

夏季（7月）

秋季（9月、10月）

調査結果の概要 考察

　アルゼンチンアリに毒性はありませんが、 屋内に侵入して日常生活に支障をきたすなど不快

害虫として地域住民に被害を及ぼすとともに、 在来のアリ類等を駆逐してしまうなど生態系

や農作物にも影響を及ぼすため「特定外来生物」 に指定されています。
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